
生活困窮者等のための地域づくり事業 評価シート案 

 

⑴事業の詳細（補助金協議書の内容） 

 

 

  

事業名 生活困窮者等のための地域づくり事業 

目的 自治会や町内会をはじめとする地域住民に対し、支援員が活動支援・情報発信する

ことで、その地域に住んでいる生活困窮者への地域一体型の支援体制を構築する。 

本事業の根拠となる

地域福祉計画の内容 

【根拠となる計画】 

第５次佐倉市地域福祉計画（令和６年度～令和９年度） 

【記載内容】 

支援員は、制度の狭間、複合的な要因で困っているか方、困りごとがあっても自分

から相談できない方なども含め、身近な生活課題をアウトリーチにより拾い上げ、

近隣住民、関係者、関係機関と連絡調整しながら支援を実施。また、地域で支えあ

う仕組みを地域住民と一緒に考え、構築していく。 

必要性・効果 【必要性】個々様々な事由により、自ら窓口にアクセスすることが出来ない生活困

窮者や、孤立・孤独状態の生活困窮者を発見したり、その後適切な伴走支援を行っ

たりするには、地域に根差した団体のネットワークから、気になる方に関する情報

が自立支援機関と共有できる関係性の構築が必要です。このため、地域コミュニテ

ィの理解と協力を醸成する活動支援や情報発信が必要不可欠です。 

【効果】生活困窮者の早期発見・自立を促進する効果が見込まれる。 

事業内容 ・支援員が自治会、町内会などの会議やイベントに定期的に参加し、地域の状況に

関する情報交換や、支援中の方に関する意見交換、地域支援の必要性に関する説明

などを行い、地域一体の支援体制の構築を図る。 

・地域住民が利用する地域資源に対し、チラシ等を用いた情報発信を実施する。 

事業の成果目標 地域づくりの観点から、自治会・町内会の会議や、地域住民が集う行事、施設等へ、

他の相談員と連携・協力し（佐倉市自立相談支援機関全体として）年間合計 350 件、

訪問や参加を実施する。 
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⑵評価シート案 

 

 

重点施策 

 
事業名 

 

訪問支援（アウトリーチ）型の相談支援体制を推進します。 

 

生活困窮者等のための地域づくり事業 

 

 

□地域住民への

活動支援・情

報発信 

自治会、町内会をはじめ、地域資源など地域住民が集う場所へ出向き、

活動支援や情報発信を行うものとします。 

計画事業 取組指標（現状➡目標） 目標達成スケジュール 達成率 

6-1-1 

生活困窮者自立

相談支援 

 

社 

 

令和６～８年各度内

訪問件数  

０件→350件 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 （月） 

 

●  
 

 

０    116     117    117（件）             

８月末 ％ 

１１月末 ％ 

３月末 ％ 

 

年度全体 ％ 
        

＜取組状況＞ 

別紙アウトリーチ活動状況、日報（代表的な事例）にて報告 

・活動日時、場所（圏域別）、目的（活動支援、情報共有、情報提

供）、その他 
 

＜取組により想定される主な成果や課題＞ 

例 

・生活困窮者が地域住民からの紹介で窓口につながった。 

・支援前は孤立していた生活困窮者が、地域住民とつながることができ

た 

＜推進委員会からの意見＞ 

 

 

 

 

＜総合評価＞ 

 A  

 B  

 C  

 D  
 

 

推進委員会委員から成果に対す

る意見集約 

 ⇒担当課へフィードバック 

●    ●    ● 

取組状況の報告・成果・課題

に対する推進委員会からの

意見を集約して、総合的な

評価を行う 

 

※具体的な評価指標は検討中 


